
曽於市立図書館本館（末吉）☎ 0986-28-8051
曽於市立図書館大隅分館　　☎ 099-482-2410
曽於市立図書館財部分館　　☎ 0986-72-1111（内線 3440）

図書館だより
ьэьэ おはなし会の案内  эьэь

　新着本情報

　一 般 図 書

　『お伊勢ものがたり』・・・・・・・・・・・・・・・梶　　　よう子
　『偸盗の夜　高瀬川女船歌』・・・・・・・・・・・・澤　田　ふじ子
　『スナックちどり』・・・・・・・・・・・・・・・・よしもと　ばなな
　『歩くような速さで』・・・・・・・・・・・・・・・是　枝　裕　和
　『四月、不浄の塔の下で二人は』・・・・・・・・・・平　山　瑞　穂

　児 童 図 書

　『ずっと空を見ていた』・・・・・・・・・・・・・・泉　　　啓　子
　『ふたつのゆびきりげんまん』・・・・・・・・・・・そうま　こうへい
　『ホップ、ステップ！卓球部』・・・・・・・・・・・横　沢　　　彰
　『エール』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・はやみね　かおる
　『ハピネス』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小　林　深　雪

　絵　　　本

　『アニメおさるのジョージとしょかんのおしごと』・・・・・マーガレット・レイ
　『さるくんにぴったりなおうち！！』・・・・・・・・村　田　エミコ
　『ほね・ホネ・がいこつ！』・・・・・・・・・・・・スズキコージ
　『ちょうちょ』・・・・・・・・・・・・・・・・・・松　田　奈那子
　『ん』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・山　村　浩　二

　それを持っていれば、どんなにキツイこと
があっても耐えられるというお守り『星のか
けら』。ウワサでは、誰かが亡くなった交通事
故現場に落ちているらしい。いじめにあって
いる小学六年生のユウキは、星のかけらを探
しに行った夜、不思議な女の子に出会う・・・。
生きるって、死ぬって、一体どういうこと？
命の意味に触れ少しづつ大人に近づいていく
少年たちの物語。
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■・・・休館日

星
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か
け
ら

重
松　

清　
（
著
）

曽於市立図書館本館（末吉）
　■「ちゃいはな」
　　　絵本の読み聞かせや手遊び歌
　　　日　時　11月2日・9日・16日・23日 30日（土）
　　　　　　　午後２時より
　■「おひざでよんで」
　　　 お母さんのおひざの上でおはなしを聞こう！

遊ぼう！
　　　日　時　11月 27日（水）午前 11時より
　■「夢劇場」
　　　どんぐり人形作りとおはなし
　　　日　時　11月 24日（日）　午後２時より
財部分館
　■「祝

はふりこ

子」
　　　むかし話やわらべうたを楽しむ
　　　日　時　11月 30日（土）　午前 11時より
大隅分館
　■「トトロ」
　　　たこ作りとおはなし
　　　日　時　11月 10日（日）　午後２時より

今月の一冊

30

読書週間期間中は 10冊貸出
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